
 空気ばね PSL シリーズ 取扱説明書 
                                                  86.A 

空気ばねをご用命いただき、誠にありがとうございます。 

空気ばね「PSL シリーズ」は、タイヤバルブを装備しており、軽量機器の除振に最適な空気ばねです。 

製品の取り付け・使用前には、この取扱説明書を注意深く読んでいただき、充分なご理解のうえで正しく施工いた

だきますようお願い申し上げます。 

この取扱説明書は、工事終了後保守点検を行う管理者に必ずお渡しください。 

 

＜取り付け方法＞ 

１． 機器を木台等で空気ばねの挿入できる高さに仮支持してください。 

２． 空気ばねを機器の下に挿入してください。 

３． 自動車タイヤ用エアーチャックをご用意いただき、エアー源にホース等で接続してください。 

エアー源の圧力は PSL-75 は 0.27MPa、PSL-150 は 0.22MPa に設定してください。 

エアーチャックを空気ばねのタイヤバルブに押しあてると、空気を封入することができます。 

空気が入り過ぎた場合には、タイヤバルブ内のバルブコアを押すと、空気を抜くことができます。 

４． 空気ばねに空気を封入し、空気ばねの高さを標準浮上高さにして木台等を取り除いてください。 

標準浮上高さは、PSL-75 が 60±5mm、PSL-150 が 65±5mm となります。 

所定の高さにならない場合は、エアー源の圧力不足が考えられます。 

エアー源の圧力を適正に確保出来ていても浮上しない場合は、空気ばねの選定が誤っている可能性があります。 

５． 各空気ばねの空気を少しずつ抜きながら、水平レベルを出してください。 

６． 機器の試運転を行った後、水平レベルを再度確認し、万が一、水平レベルの変化が大きい場合には、再調整を行

ってください。 

７． 最後にタイヤバルブのキャップを十分締め込んでください。 

 

・内容物の案内（付属品）                          

本体 1 

ムシ回し 1 

取扱説明書（本書） 1 

 

 

＜使用上の注意＞ 

１. 空気ばねが無負荷の状態では、絶対に空気を入れないでください。 

空気ばねが破損することがあります。 

空気ばねにはストッパーが内蔵されており、空気を入れなくとも機器を支持できます。 

機器搭載後に、空気を入れてください 

２. 機器から空気ばねを取り外したり、機器を移動したりする場合には必ず空気を抜いてから行ってください。 

空気が入った状態で行うと、空気ばねの破損や重大な災害に繋がる恐れがあります。 

３. 空気ばね本体、タイヤバルブおよびウレタンチューブなどに衝撃を与えたり、傷を付けたりしないように注意して

ください。 

４. 雰囲気温度は、-20～+60℃で使用してください。 

40℃を超える環境下では、空気ばねの寿命が短くなる可能性があります。 

最大荷重時、標準高さ時の内圧は、PSL-75 の場合 0.27MPa、PSL-150 の場合 0.22MPa です。 

５. 空気ばねの高さは、標準浮上高さ±5mm の範囲で使用してください。 

６. 空気封入作業中でも、圧力は 0.3MPa 以上には上げないでください。 

７. 除振目的の機器に使用してください。 

防振目的の機器に使用する場合は、あらかじめ機器作動時の空気ばねの状態を確認してください。 

８. タイヤバルブからエア漏れが発生した場合は付属のムシ回しでバルブコアを締めなおしてください。 

９. 防振目的で、下記の条件に該当する機器には、空気ばねを使用しないでください。 

機器の振幅が非常に大きくなり（共振に近い状態）、空気ばねが破損することがあります。 

① ：機器の使用回転数（あるいは使用ストローク数）が、空気ばねの固有振動数3～6Hzに近い場合。 

たとえば、500rpm以下のプレスがこれに該当します。 

② ：起動時、停止時の回転数の上昇、下降が非常にゆるやかで、共振状態が長く続く機器の場合。 

③ ：①は該当しないが、機器の加振力が強大で、その結果、常用回転数において、空気ばねの振幅が過大となる場合。 

 

※ 廃棄する場合は、産業廃棄物として処分してください。 

 

仕様範囲外での使用については、保証対象外となります。 

 

 

 

 

 



＜点検要領＞ 

月 1回程度、下記の点検を実施してください。 

� 各空気ばねの高さが、標準浮上高さ±5mm から外れている場合は、空気を入れて高さの再調整を行ってください。 

� 空気ばねを密閉で使用する場合は、ゴム膜から空気が透過するため、空気が抜けて徐々に高さが低下します。 

� 目視でダイヤフラムの外観を確認し、表面に傷や亀裂などがないことを確認してください。 

� 万が一、傷等が発見された場合は、ただちに使用を中止し、交換等の適切な処置をとってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


